
１.発注機関 名古屋支社 保全・サービスセンター

2.受注者 中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋㈱

3.件名 東名高速道路 管内維持修繕業務

4.発生場所 伊勢湾岸自動車道 名港中央IC付近 一般道

5.発生日時 令和3年11月16日（火） 10時00分頃判明

6.当事者

7.内 容 湾岸集中工事のペースカー巡回作業で、一般道を走行中に左へ車線変更しようとした
際、一般乗用車右側面に衝突したもの。ペースカーは反転路として設定している一般道を左折した際
に、遠方の第1レーンが渋滞していたのを確認したため、第2レーンを走行していた。

【被害状況】 ＜人的被害＞ 受注者：なし

相手方：なし(後方に子供が乗車・・・病院で診察し確認)

＜物的被害＞受注者：NEXCO散水車（左前方破損、自走可能）、

相手方：乗用車（右側面後方、自走可能）

【時系列】 9：55 事故発生

9：57 現場責任者より 責任者に連絡

9：59 責任者よりメンテ担当者に連絡

10：01 メンテ担当者より へ連絡

10：04 メンテ担当者よりメンテ本社、 保全当番班長に連絡

10：10 警察見分開始

11：30 警察見分終了

保全SC管内 湾岸集中工事ペースカー衝突事故



位置図 衝突事故発生箇所

名港中央基地

反転路

左折後、第２レーンを走行





◆原因

①第２レーンを走行していたため、運転手の目線から死角になっていた。

②助手が車線変更時の確認を怠った。

③ペースカーのウインカーのタイミングが遅かった。

◇対策

①車線変更、左折時は運転手が助手に声掛けを行い返答を確認してから行
動する。走行に障害が無ければ、第１レーンの走行を基本とする。

②車線変更、左折時は助手も必ず巻き込み確認を行う。

③ウインカーを早めに点灯させ周囲に知らせる。(交差点は30ｍ手前、車線
変更は3秒前)急ハンドルで操作をしない。




	20211116_210_jiseki_Part1
	20211116_210_jiseki_Part2
	20211116_210_jiseki_Part3
	20211116_210_jiseki_Part4
	20211116_210_jiseki_Part5



